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1. はじめに
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1.市民の安全・安心な暮らしを支える拠点となる庁舎
防災中枢拠点として高い安全性・速やかな機動性・確実

な「業務継続性を発揮する庁舎」を目指します。

「市民の安全・安心な暮らし
　を支える拠点となる庁舎」

・免震構造の採用

・防災対策本部を３階に集約

・広場、駐車場の防災広場化

市民窓口、交流スペースを低層部にまとめ、市民の多様

な活動が顔となる「まちとつながる庁舎」とします。

2. 市民に開かれた誰もが使いやすい庁舎
自然エネルギー利用等に積極的に取り組んでいる湖南市に

相応しい ZEB を視野に入れた「環境先進庁舎」を実現します。

※景観形成協議中のため、今後外観のイメージが変更する可能性があります。

4. 環境に配慮した庁舎
動線やセキュリティラインがわかりやすくコンパクトな

「未来へつながる庁舎」づくりを行います。

3. 社会情勢の変化に対応できる長寿命で柔軟性の高い庁舎

　昭和 53 年に建設された東庁舎は、耐震性能が不足しており、防災拠点として耐震化が喫緊の課題となっています。老朽化、

狭あい化、行政機能が分散していることによる市民サービスの低下や行政効率の低下等を招いています。

　このような状況から災害への対応、市民サービスの向上、業務の効率化、環境への配慮などの役割を十分に果たすことのでき

る新庁舎を建設するために、４つの基本方針を基に「湖南市複合庁舎整備基本設計説明書」を作成しました。

■新庁舎建設に向けて

⇒
「市民に開かれた誰もが
　　　　使いやすい庁舎」

・総合案内、見通しの良い窓口

・窓口、相談室の充実

・バリアフリー対策

・市民交流スペースの創出

「社会情勢の変化に対応
　できる長寿命で柔軟性
　　　　　　　の高い庁舎」

・ユニバーサルレイアウトの採用

・会議室、書庫の充実

・セキュリティラインの明確化

⇒ ⇒ 「環境に配慮した庁舎」
・東西軸配置の合理的な配置

・エコボイドの採用

・省エネルギー機器の採用

⇒





3. 配置計画
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・新庁舎の敷地は、甲  化ホールや森北公園、甲 図書館

等の 化ゾーンと甲 駅の中間に位置し、市内を広域につ

なぐ県道に する都市拠点の中 に位置します。

・周辺施設とのつながりを重視し、地域に開かれた施設整備

を い、「防災」、「交流」、「環境」のそれぞれの機能の向

上を図ります。

・複合庁舎は、現東庁舎を始めとする、各施設を使いながら

建替えを います。限られた敷地の中で、各施設の安全を

確保しながら建替えが える 事計画とします。

・新庁舎は敷地の中央に配置し、近接してまとまりのある駐 場と広場（災害時防災広場）を設け

ます。森北公園や 化ホールや中学校とのつながりを重視した配置とし、イベント時や災害時

の連携を容易にします。

・新庁舎は南北 から 分な採光を える東 軸の配置とします。

・庁舎北側には駐 場（広場）を設け、森北公園と豊かな緑が連続する周辺環境に配慮した計画と

します。

・駐 場（広場）に して市 交流スペースを設け、賑わいを創出するとともに、イベント時・災

害時の 体利 を可能にします。

・敷地内の動線は歩 分離をすることで安全性に配慮します。

・ いす利 者 駐 場には、屋根を設け、 に濡れずにアクセスできるようにします。

・周辺環境との調和に配慮し、敷地内は緑あふれるランドスケープデザインを計画します。特に、

・玄関前にコミュニティバスのバス停を検討します。

南北に通り抜ける歩 者動線は 陰やベンチ、掲 板等を設けることで、市 が親しみやすく

気軽に訪れることができる散策路とします。

新たな複合拠点から まれる｢防災｣｢交流｣｢環境｣ループ
■整備 針

■複合庁舎を中 とした新たな中枢拠点の整備

■既存施設を使いながらの建替え計画
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4. 立面計画
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【西立面図】【北立面図】

・にぎわいと交流を生み出す市民活動スペースは、広

場に面した北側に配置し、新庁が気軽に利用できる

ような開放的な構成とします。

・イベント時や災害時には、市民交流スペースと広場

や駐車場を一体的に利用できるようにします。

・環境負荷の観点から、開口部を最小限に抑えた壁面

とします。

・縦に連続する開口部により、建物を 3 つのボリュー

ムとして見せ、それぞれの高さを変化させることで、

周囲の住宅などへの圧迫感を軽減します。

■湖南の歴史・地域性を未来へつなぐ庁舎

・古くは近江と伊勢を結ぶ伊勢参宮街道として栄え、江

戸時代には石部に東海道五十三次の 51 番目の宿場が

おかれ、街道を中心としたの産業や文化が栄えました。

・奈良時代の昔から現代に至るまで、常にこのような交

通の要衝として発展し続け、さらに気候が温暖な上に、

野洲川を中心に開けた平野に恵まれたこともあり、

様々な産業と文化を育んできました。

・これら湖南市独自の歴史や地域性を庁舎のデザインに

反映し、湖南市の新たなシンボルとなることを目指し

ます。

■広場・森北公園と連続する誰もが利用
　しやすい開かれた市民活動スペース

■高さを抑え周辺環境に配慮した外観■うつくし松をモチーフとした外構デザイン

・湖南市の美松山が自生地

である「うつくし松」を

モチーフとし、外構のデ

ザインを計画します。

・うつくし松自生地は国の

天然記念物として全国的

に知られており、この「う

つくし松」は湖南市特有

の木であり、湖南市の独

自性を表します。 【国指定天然記念物のうつくし松自生地】

【雨に濡れずに庁舎にアクセスできる　
うつくし松をモチーフとした車寄せのイメージ】 【来庁者を迎え入れる北側外観イメージ】

・市民利用の多いスペースを中心に木を多用し、温もり

が溢れるデザインとします。

・人の手に触れる高さには、木材等の自然な風合いを感

じる仕上の利用を積極的に検討します。

■自然素材を利用した温もりあるデザイン
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